








研究要旨 法医学と子どもの虐待は深い関わりがある。すなわち、虐待死亡児は医師の異

状届けによって警察が関与することになり、犯罪捜査の一環として全国の法医学教室に虐

待被害児の司法解剖が嘱託されている。本研究では、熊本大学医学部法医学教室における

虐待死亡児の法医解剖の 4 事例を取り上げ、子どもの虐待の法医学的側面を考察した。ま

た、全国の虐待死亡の実態を明かにする目的で 1992 年から 1996 年までの5 年間における

全国の法医学教室における子どもの死亡事例 328 例を調査した。本研究は、今後の子ども

の虐待の早期発見や早期援助に関する地域における連携体制の構築の基礎資料として役立

つものである。 


